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中津平成週報

中津平成ロータリークラブ

◎本日の例会プログラム

前回（850回例会）の記録　平成19年８月30日（木）

○次回例会プログラム

■ビジター

　中津RC　中野　登君、出利葉　康博君
　中津中央RC　宿利　公夫君

■出席報告

　会　員　数　26名
　免 除 者 数　０名

　対 象 者 数　26名
　本日出席者　23名
　欠 席 者 数　３名

　出　席　率　　　　88.46%

9/16（日）清浄園との交流会　AM11：00～
松水マリンパークにて　担当：新世代委員会

ゲスト卓話　雲八幡宮宮司　秋永　勝彦氏

■前々回出席報告の修正

　前々回欠席者　　７名

　メイクアップ　　５名

　欠　席　者　　２名

　修正出席率　73.08%→　92.31%

●メイクアップ

　加来、小野（裕）、岡野（中津中央）

　熊谷（大分南）

　向笠（中津）

●欠席者

　出納、渡邉

る空間に人が固定されると、外での人の

あり方は変わる。閉じられた空間には生

のコミュニケーションがあり、深い関

係が生まれます。別の空間の役割とし

ては、個人を思考的にさせる働きがあ

る。人間は、誰にも邪魔されない思考す

る空間が必要だったのです。ところが今

日のような携帯時代になると、ナマのコ

ミュニケーションや自己の思考を深める

空間よりも、外にネットワークでつなが

る方が大事にされる。現代人にとっては

空間の持つ意味が非常に低くなっている

と信じます。身近な例として、以前ほど

自分の部屋を欲しがっていないという傾

向がある。子ども部屋と携帯電話のどち

らかを選ばせると、携帯の方を選ぶ。他

者とのつながりが優先なのです。ここで

分かることは、他者とのつながりを重視

し、思考を深めることは二の次になって

いる。家族の中でも共有するものが何

もない。個人個人が散乱した状態。小学

生から高校生まで、彼らの関心事は成績

でなくて友人関係、悩んでいる問題も望

んでいることもすべて友達。大人が考え

る以上に信頼できる友人を欲しがってい

ます。言い方を変えると「孤独になりた

くない」ということです。友のいない空

間に一人でいるという孤独は耐えがたい。

そこでゲーム、携帯が必需品。空間の価

値は下がる。窓の外の流れる雲を見てと

いうような子どもはもういません。一人

でいることに耐えるというスキルが育っ

てない。だから友達が必要なのです。あ

えて云うならば「友達関係依存症」大人

も同じ。だから親と子が友達関係の家族

になりたいと願っている。母と娘、父と

子。三十代の親に非常に多い。情報化社

会が家族を変えていった。

１．世間が解体し「空気」が生まれた。

　日本には世間という独特の規範が存在

した。しかし、その世間が解体して空気

が生まれた。世間というしばりが家族を

支えていた時代はもうない。世間が消え

て空間に作られた新しい空気、密度の濃

いものになっている。世間というタガが

外れたことによるエゴの肥大化。少子

化も世間の解体と関係があると思います。

家族そのものが世間でつくられていたか

らです。

　社会の中で家族をするということは、

一種の「抵抗」でもあります。家族を作

るということは、この社会の中で「抵

抗」することだと強い意識を持たない限

り、崩壊しやすくなっている。結婚し

て、子どもを生んで、育てることはやっ

ている人達は、自然なことだと思ってい

るが、実は非自然、非社会的なことなの

です。道徳的には正しいけれど、社会の

大きな流れの中に両足をふんばって「抵

抗」してるぞという姿が、現代の家族を

つくる姿でもあるのです。むしろ、それ

くらいの意識がないと家族はできない。

（文責：田原）



手に手つないで

会長　若松　定生

　会長に就任致しまして

ようやく２カ月間が経過

しました。さすがに初回

例会の様な緊張は薄れて

きましたが、それでもまだ相当な違和感が

残っています。良い意味での緊張感を最後ま

で持続していきたいと思っています。

　さて、ロータリーの友８月号に、ロータリー

の基礎知識が掲載されています。この中にク

ラブ会員の責務＝義務についての記載があり、

非常に基本的な事ですが、時には見返すの

も大事な事と思い申し上げます。

会員の義務と特典

Member's Obligation and Priviledge

　ロータリー・クラブ定款第14条に義務を厳

しく明記している「会員は、入会金と会費を

支払うことによって、綱領の中に示されたロー

タリーの原則を受諾し、本クラブの定款・細

則に従い、その規定を遵守し、これに拘束

されることを受諾するものとする。」とある。

しかし、特典については記していない。ロー

タリーは特典を得るための義務履行ではない、

即ち「超我の奉仕」なのである。

◎義務

●RI定款・細則並にロータリー・クラブ定

款・細則を遵守すること。

●入会金・会費を支払うこと。

●例会に出席すること。

●新会員を推薦すること。

●委員会活動、その他ロータリー・プログラ

ムに参加すること。

●雑誌「ザ・ロータリアン」又は「ロータリー

の友」の購読等。

　これ等の義務を履行することによってのみ、

会員としての特典が受けられる。

◎特典　有形のものではなく、人生哲学的

なものである。

幹事　榎本　正則

●例会変更　中津中央RC

　9/18（火）18：30～観

　月例会の為、蓬莱館。

　中津RC　9/19（水）

　18：30 ～観月例会の

為、金色温泉。

●週報受理　なし

●会報受理　ロータリアン誌が届いています。

●週報お礼　なし

●幹事報告

・地区会員増強セミナー開催について

●理事会報告　例会終了後、臨時理事会を

します。

・新世代委員会

　9/16（日）清浄園との交流会（松水マリン

パーク）AM11：00より、みなさんの出席お願

いします。

・IT広報委員会

・月信が届いています。

・ロータリーの友９月号が届いています。退会

防止、新世代月間についての内容ですので

よく読んで下さい。

担当：ロータリー情報委員会

○矢頭会員

　子供の野球コーチをしているのですが、県

大会で優勝しました。久し振りに嬉しかった

です。

○若松会長

　新世代の委員会に28

日参加させていただきま

した。小野委員長にお世

話様になりました。9/16

の清浄園交流会の打合せが充分できました。

どうぞ是非、多くの会員の参加をお願いしま

す。

○出納会員

　本日の卓話よろしくお

願いします。園の子供達

の野球とバレーが県大

会で優勝と準優勝でし

た。

○白石会員

　毎日暑いですね。ニコニコありがとうござ

いました。

「一つ屋根の下（家は死

んだのか？）」

出納会員

　優しい家族、物わかりのいい親、波風

のたたない家をめざしてがんばるお父さ

ん、お母さん。しかし食事はコンビニ、躾

は学校任せ、世間の波に流されるひ弱さ。

家とは何だったのか？家族とは何だったの

か？子育てとは何だったのか？家族が寄

り添って生活する「住まう」ということ

を、何が成り立たせていたかなんて考えた

こともなかった。その正体が「世間」だっ

たとは…。

　しかし、昔の世間は消えてしまった。そ

して携帯電話が「空間」の価値までも変え

ていく。フロー社会の中で、外とつながり

合うことを優先する「携帯文化時代」に新

たにつきつけられている「住まう」ことの

意味を私達はどこまで受けとめることがで

きるだろうか？

１．携帯文化社会～携帯電話が家にとって

　変わった～

　子どもも含めてこれだけ多くの人が携

帯電話を持つようになったが、この携帯

電話が家族にも大きな影響を与えている

ように思う。家とはある空間を作る、あ

「ロータリーは分かちあいの心」　“ROTARY SHARES” 「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」　“He Profits Most Who Serves Best”

四つのテスト（言行はこれに照らしてから）　１. 真実かどうか　２. みんなに公平か   　 ３. 好意と友情を深めるか　４. みんなのためになるかどうか
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